


















明嘉靖 8 年（1529 年）から1933 年までの時期が銀両制度時期で，廃両改元の
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6） 傅衣凌『明清社会経済史論文集』人民出版社，1982 年；『傅衣凌治史五十年文論』厦門
大学出版社，（1989 年版），241-51 頁。
7） 楊国楨「試論清代閩北民間的土地売買」『中国史研究』1981 年第 1 期，29 － 59 頁。
8）張小林『清代北京城区房契研究』中国社会科学出版社，2000 年，219 － 220 頁。
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14） 楊国楨主編「閩南契約文書綜録」『中国社会経済史研究』1990 年増刊（捌龍溪・ 海澄）；















































度に過ぎない。東西およそ 540 キロ，南北約 550 キロ，面積約 12 万平方キロ
メートルであった。北東から西南にかけ，武夷山脈が走り，この山脈を貫くよ


















行研究によると，明代の後期，例えば，順昌には 4 ヵ所から 8 ヵ所に増え，建
寧県では 1 ヵ所から 9 ヵ所まで増えたように乾隆期において墟市数が全省とし





書院，1990 年，828 － 9 頁（筆者は著者の訳文を引用したが，「誠に…そして」の部分
については筆者の論文を校正してくれた先生から訳したものである）。



























































的な北京鋳銭局を見ると，1695 年（康煕 33 年）まで利益を一貫して出してお



















治通宝」福字銭を鋳造し始め，順治 13 年（1656）に停鋳し，順治 17 年（1660）
満漢文銭を鋳造した。康煕・雍正年間に宝福局・宝漳局・宝台局が鋳造した
21） （スイス）傅漢思（中国語で訳した名前）「清代前期の貨幣政策と物価変動」『中国銭幣』
1995 年第 3 期。　　
22）厳中平編著『清代雲南銅政考』中華書局出版，1957 年，17 頁。　
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銭から銀に両替する時に銀 1 両当り 200 文余の損失があったことが原因して，
停鋳が続けられた。その一方，計数上便利な外国銀貨の流通が広まっていた。
高質の銀両を海外に流出させないため，外国銀貨に対する抑制策を制定し，林






































1981 年第 1 期。　























まず，「綜録」と「選輯」を利用して整理した表 1 から 267 年間清代福建省
における貨幣使用実態の変遷が見える。①期から⑤期まで銀両表示が多かった


























表示の取引はただ 9 件で，18 世紀に集中している。銀両使用の代わりに穀物
が 50 件で，時期として康煕期から始まり，嘉慶まで続いている。銭文表示の
取引は乾隆期から用いられ，かなり多かった。特に⑪期に合計 44 件になった。
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表 2 に『選輯』の 1362 件により計算した 1 件平均額が銀両表示の場合は 7


































隆 14 年に 1 件の銅銭表示が見られる。⑦期の乾隆中期から⑫期の同治末期ま
で，銅銭使用がかなり増えた。僅かではあるが，⑫期に銀票・銭票の使用が 1
件ずつあり，⑭期に 5 件の銀元表示もある。貨幣使用の規模を見ると，１件平
均額は銀両表示の場合には大体 100 ～ 700 両の間で，銅銭表示の場合には⑥期
28 貫文を除いて，100 ～ 2400 貫文の間であった。仮に，法定銀銭比価の 1：
1000 によって計算すると，銅銭使用の取引規模が 100 ～ 2400 両の間になり，
銀両と比べると，はるかに大きい。例えば，⑨―⑪期に市場銀銭比価の最高 1：
2000 で計算するならば，50 ～ 1200 両という規模で，銀両表示よりも少なくな























治通宝」を順治 6 年から鋳造したが，順治 13 年に停鋳した。もう 1 種類の「順
治通宝」も 3 年しか鋳造しなかった。康煕期に地方鋳造局は宝福局・宝漳局・
宝台局と増えたが，宝福局の「康煕通宝」は一回目の康煕元年～ 7 年に，第二













































高利貸しを行い，毎年穀物 13,840 斤と銭文 19,922 文を貸し付け，穀物 9,320 斤
と銭 5,978 文の利益を獲得した。また，彼は銀 651 両を投資して，山林果樹園
を経営した。鄭宗子の段階では高利貸しによる利益をさらに追求するために，
現物としての穀物から銅銭へとシフトし始めている。即ち，穀物は 2,670 斤で，




















量が 400-450 万斤を限度とすることになった 32）。銅源供給の統計から分かるよ
うに銅の輸入量が減少するとともに，清政府は雲南の銅鉱を重視するように
なった。雲南の銅鉱は漢代に発見され，元・明朝（元代 1206 － 1363 年；明代




銅産出量が増え始めた。雍正初年から乾隆 4 年（1739）までの 10 年間に全国
の銅源市場が形成されたと見られ，「雲南銅運条例」（乾隆 3 年）を発布したこ








１５０ 松山大学論集 第１８巻 第３号
は嘉慶 16 年までであって，道光期に衰退期に入り，咸豊期に雲南回族運動の
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1997 年，360 － 3 頁。
41） 楊国楨主編「閩南契約文書綜録」『中国社会経済史研究』1990 年増刊（捌龍溪・ 海澄）；
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農が耕地の半分以上を所有していたことが明らかになった 44）。表 7 で明らかにした



















44）趙岡「試論地主的主導力」『中国社会経済史研究』2003 年第 2 期。
45）前掲，周玉英『明清時期福建経済契約文書研究』，24 頁。


























的に下回ったということが分かる。乾隆 8 年・23 年・道光初年・咸豊初年の比価
48）前掲書 132-135 頁。
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清代における福建省の貨幣使用実態 １６７
取引類別 旗人＊1 店舗＊2 旗人 店舗




　康煕朝 5 2 5 7％ 2 2％ 71
③1723－1735
　雍正朝 4 4 17％ 23
④1736－1795
　乾隆朝 45 10 27 3 59 23％ 34 13％ 257
⑤1796－1820
　嘉慶朝 6 16 10 6 16 16％ 20 12％ 166
⑥1821－1850
　道光朝 9 51 18 13 68 29％ 35 15％ 231
⑦1851－1860
　咸豊朝 4 18 3 6 21 26％ 13 16％ 82
⑧1861－1874 
　同治朝 14 26 20 7 42 30％ 34 24％ 140
⑨1875－1909
　光緒朝 116 銀元 1 93 8 135 34％ 121 31％ 392
⑩1910－1912
　宣統朝 19 5 21 38％ 9 16％ 55
出所：『清代北京城区房契研究』により作成。
 ＊ 1 旗人は清代の「八旗」に属する人。八旗は満州族の軍隊組織と戸籍編制。
  八旗に属する官吏は常時民政を掌管し，戦時は将校となる。八旗に属する平民は
  永世兵役に服する。また北京の内城に集中したことも規定。
 ＊ 2 契約文書に注明した通りに面した商店向きの家を指す。
 ＊ 3，4 は契約文書から判明できる旗人，店の契約件数と総件数を占める百分比。
  但し，使用貨幣の種別，金額は判明できない場合を略した。
  また，１件あたりに 2 種貨幣を使用した場合もあった。
表 8　北京家屋敷売買の分類比較（朝代別・貨幣種別）
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出所： ＊1 『明清福建経済契約文書選輯』により作成した銀銭比価表。
 ＊2 ♯ : 陳昭南『雍正乾隆年間的銀銭比価変動』から引用した銀銭比価。




乾隆8年（1743） 800文 乾隆8年 800文（北京、湖南）♯
13年（1748） 780文、800文 13年 775文（北京）♯　750文（山東）♯☆
23年（1758） 800文 23年 850文（北京）♯
35年（1770） 800文、840文 35年 950文（北京）♯　1,150文（雲南）♯☆
37年（1772） 820文 37年 950文（北京）、900文（山東）♯
41年（1776） 850文 41年 910文（北京）♯955文（四月）885文（5月）☆
43年（1778） 800文 43年 870文（北京）♯　1,200文（雲南）☆
47年（1782） 800文、850文 47年 940文（北京）♯
48年（1783） 800文 48年 950文（北京）♯
49年（1784） 830文 49年 910文（北京）♯
50年（1785） 800文 50年 985文（北京）♯
54年（1789） 870文 54年 1,060文（北京）♯
56年（1791） 850文、900文 56年 1,100文（北京）♯　1,550文（四川）☆
60年（1795） 850文 60年 1,150文（北京）♯　1,000文（山西）♯☆
嘉慶3年（1798） 830文 嘉慶3年 1,090文（北京）♯
4年（1799） 800文、840文 4年 1,033文（北京）♯　1,080文（蘇州）♯1,450文（江蘇）☆
5年（1800） 800文、1,000文 5年 1,070文（北京）　1,000文（浙江）♯
6年（1801） 800文 6年 1,041文（北京）　900文（浙江）♯
8年（1803） 850文、900文 7年 997文（北京）♯1450－1,650文（山東）☆
9年（1804） 830文 9年 920文（北京）♯
11年（1806） 850文 11年 963文（北京）♯










6年（1826） 800文 8年 1,300文（蘇松）☆
14年（1834） 830文 8年 2,550文（京銭）☆
15年（1835） 800文、850文 12年 1,250文（湖南）☆
21年（1841） 850文、1,000文 22年 1,650文（浙江）☆
24年（1844） 850文 26年 1,500文（江南）☆
25年（1845） 900文 26年 1,500文（河東）☆
29年（1849） 1,000文 27年 2,000文（湖広）☆
咸?元年（1851） 2,000文 咸?元年 2,000文　☆
2年（1852） 830文（紋广）、1,700文（庫平） 2年 1,500文（京師）☆
3年（1853） 1,640文、1,700文 3年 1,600文、1,850文　☆
4年（1854） 850文、（紋广） 4年 2,000文　☆
8年（1858） 810文、850文、1,000文 5年 1,600文　☆
9年（1859） 765文、850文、1,500文 7年 1,190文（上海）☆
11年（1861） 850文、大銅銭2,250文 11年 1,650文　☆
同治7年（1868） 850文 同治元年 1,550－1,650文　☆
9年（1870） 850文 7年 1,500－1,600文（各省）☆
光緒3年（1877） 1,600文 光緒3年 1,660文　☆
5年（1879） 2,600文（足銭） 5年 1,603文　☆
8年（1882） 2,000文、750文（圓銀） 8年 1,668文　☆
10年（1884） 800文、1,600（洋銀） 10年 1,634文　☆　
12年（1886） 850文 12年 1,631文　☆
14年（1888） 830文 14年 1,564文　☆
23年（1897） 900文 23年 1,364文　☆
30年（1904） 1,500文 30年 1,213文　☆
清代における福建省の貨幣使用実態 １６９
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